
 

 

 

 

 

★感染性胃腸炎の集団発生の予防について ※保護者のかたもご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんなことにご注意を…！ 

○毎日の健康観察をお願いします。 

○嘔吐・下痢のひどいときは、脱水にならないように気をつけましょう。 

○感染性胃腸炎は、感染します。嘔吐・下痢などの症状がありましたら、医療機関を受診してくだ

さい。診察の結果次第では、「 」扱いになる場合がありますので、学校までお知らせく

ださい。 
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こんな病気です！ 

感染性胃腸炎は、主にノロウイルス・ロタウイルス・サポウイルス・アデノウイルスなどの 

ウイルスまたは細菌による嘔吐・下痢を主症状とした急性胃腸炎の総称です。 

 

○感染経路：主に患者の排泄物を感染源とする直接・間接の経口感染がなりますが、飛沫感染も

考えられます。 

○潜伏期間：ノロウィルス１２～４８時間、ロタウィルス１～３日 

○症  状：嘔吐・下痢が突然現れます。 

また集団発生した場合は、食中毒の可能性も考える必要があります。 

感染予防は…！ 

○二枚貝などの生食に、注意が必要です。しっかり加熱しましょう。 

中心部を８５～９０度で９０秒以上加熱するのが望ましいです。 

○例えばノロウイルスは、10～100個程度のウイルスが体の中に入っただけで、感染してしま

います。石けんでのていねいな手洗い・こまめなうがいを心がけましょう。 

○感染力が強いので、家庭内感染を起こしやすいです。おう吐物の処理には、次亜塩素酸ナトリ

ウムの入った消毒薬を使って、きちんと消毒することが大切です。 

 【おう吐物処理の手順】 

・おう吐物の処理をするときは、使い捨ての手袋とマスクを着用します。 

・おう吐物を静かに拭き取り、拭き取った後は、適正な濃度の塩素系消毒液（※）で床を浸す

ように拭きます。 

（※）市販の塩素剤の多くは塩素濃度が約５％ですので、５０～１００倍に希釈して使います。        

希釈の目安は５００ｍL のペットボトル１本にペットボトルのキャップ１～２杯の塩素剤を入れると簡単です。 

・片付けが終わったら、よく手を洗い、うがいをしてください。 


